
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 5年度より各小中高校で完全実施が推進されている『生命の安全教育』は、「性犯罪・性暴力」の根絶

に向けた「自他のいのちを守る教育」です。白保小学校では年間を通して、全学年に「生命の安全教育」を

実施予定です。1学期は、1年生と 3年生に実施をしましたので、内容と児童の様子を報告します。 

 

生命(いのち)の安全教育しました 

こころがいきる教育通信④ 

令和５年７月１８日 

白保小学校 保健室  

 5 月 22 日(月)に 1 年生に向けて実施しました。翌日か

ら水泳学習が始まるため、水着の着脱や着替の機会が増

えることから「プライベートゾーンのお約束」「いやだと

思ったときの守る方法」伝えることを目的に行いました。

始めに、絵本「だいじだいじどーこだ」の読み聞かせし、

絵本の振り返りをクイズ形式で行いました。「からだは全

てだいじ。でも特にだいじなところが４つあるよ。どこ

だったかな？」には、児童も積極的に発言する姿があり

ました。また水泳学習に合わせて着替えるときの“お助

けアイテム「ボタン付きタオル」”を見せると「持って

る！」「家でも着替える練習したよ」と家庭での関わりが

見える声もありました。「いやだなと思ったときの方法

（いやだ）（逃げる）（おとなに知らせる）」を確認し、助

けてくれる大人や場所が白保には沢山あることを伝えま

した。自分の考えや思いを発言できるカッコいい 1年生   

の姿をみることができました★                                

 7 月 11 日(火)に 3 年生に向けて実施しました。この日は

授業参観ということもあり保護者にも「生命の安全教育」を

知ってもらう良い機会となりました。中学年ということも

あり「プライベートゾーン」は学習していることから、更に

上を目指し今回は『境界線』についてのお話をしました。 

始めに動画「境界線ってなに？」を見てもらい、動画の振り

返りクイズを実施。各グループに答えカードを渡し、質問に

回答するゲームをしました。グループで質問と答えを見比

べ相談しながら活動する場面が見られました。「境界線は自

分だけが入れる透明バリア」「境界線には（からだ）（きも

ち）（持ち物）の３つある」「誰かの境界線に入りたいときは

確認が大事」など自分も大切で相手も大切だということを

学習しました。チャレンジ問題は「絵を見て想像し解決策を

考える」問題です。互いに意見を出し合い、自分も相手も傷

つかない解決策を考えてもらい、それぞれ発表してもらい

ました。「境界線」を知ることで、自他を思いやる心と自分

を守る方法を学ぶ良い機会となったと思います。 

                             



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は、福岡県庁の HP でご覧頂けます。 

また参考動画の URL も掲載しています（制作：福岡県庁）。 

夏休みは子ども達も外を出歩くことが増え、不審者との接触や被害も増えることも多くあります。 

親子で今一度「生命(いのち)の安全」について、一緒に考え、家庭でのルールや約束をしっかりしておきましょう！ 

 

  

 

低学年向け動画「じぶんだけのだいじなところ」 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/daijinatokoro.html 

高学年向け動画「境界線ってなに？」 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/kyoukaisennani.htm
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